
大
会
は
寺
田

事
務
局
長
の
司

会
で
す
す
め
ら

れ
、
は
じ
め
に

東
日
本
大
震
災

で
犠
牲
に
な
ら

れ
た
方
々
の
冥

福
を
お
祈
り
し

黙
祷
を
捧
げ
ま

し
た
。

総
会
の
は
じ

め
に
和
田
部
会

長
は
次
の
よ
う

な
挨
拶
を
行
い

ま
し
た
。

本
日
の
ご
参

加
ご
苦
労
様
で

す
。
特
に
、
久

保
田
さ
ん
が
湖

北
の
仲
間
と
と

も
に
参
加
し
て

く
れ
て
い
る
こ

と
は
喜
び
で
す
。

さ
て
、
今
年

の
３
月
11

日
の

東
北
大
震
災
と
福
島
原
発
事
故
に

よ
り
、
私
た
ち
の
仲
間
が
尊
い
命

を
奪
わ
れ
、
多
く
の
仲
間
が
家
族
、

親
戚
、
家
屋
、
家
財
を
瞬
時
に
し

て
流
さ
れ
る
と
い
う
想
像
を
絶
す

る
犠
牲
を
払
わ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
西
部
の
仲
間
は
み
ん
な

テ
レ
ビ
か
ら
放
映
さ
れ
る
画
像
を

見
て
、
「
何
か
を
し
な
け
れ
ば
・
・
・
」

と
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
と
に
か
く
何
か
を
・
・
・
」
と

「
ち
ぎ
ん
の
会
」
の
西
部
の
仲
間

は
互
い
に
連
絡
を
取
り
合
い
・
・
・

励
ま
し
に
な
れ
ば
」
と
募
金
を
取

り
組
み
、
連
帯
の
熱
い
気
持
ち
の

一
端
で
も
伝
わ
れ
ば
と
、
東
北
三

県
の
「
ち
ぎ
ん
の
会
」
の
仲
間
へ

送
金
を
し
ま
し
た
。
詳
し
く
寺
田

事
務
局
長
よ
り
報
告
さ
れ
ま
す
。

さ
て
昔
々
の
中
国
、
晋
の
時
代

の
話
で
す
が
、
都
を
移
す
か
ど
う

か
を
め
ぐ
っ
て
論
議
さ
れ
、
長
老

た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て
「
新
し
い

都
は
土
地
が
肥
え
、
塩
も
近
く
で

取
れ
る
。
国
は
富
み
、
君
主
も
安

泰
で
す
」
と
言
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
重
臣
の
一
人
が
猛
反
対
を
し

ま
し
た
。
「
国
が
豊
か
す
ぎ
る
と
、

民
が
わ
が
ま
ま
に
な
り
、
ひ
い
て

は
君
主
も
貧
し
く
な
り
ま
す
」
と

い
い
ま
し
た
。
国
利
（
国
益
）
と

人
民
の
幸
福
は
切
っ
て
も
切
れ
な

い
間
柄
な
の
で
し
ょ
う
。
先
週
、

日
本
経
団
連
の
米
倉
会
長
が
言
い

ま
し
た
。
「
早
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
捗

へ
の
参
加
を
決
め
て
欲
し
い
。
交

渉
の
場
で
国
益
の
碓
保
を
図
る
べ

き
で
あ
る
」
と
。
国
益
だ
な
ん
て

よ
く
言
う
よ
。
震
災
の
復
興
の
た

め
大
企
業
が
応
分
の
税
負
担
を
求

め
ら
れ
る
と
「
な
ら
ば
、
海
外
に

出
る
」
「
原
発
を
動
か
さ
な
い
と

電
力
不
足
に
な
る
か
ら
海
外
に
で

る
」
人
々
の
暮
ら
し
を
壊
す
Ｔ
Ｐ

Ｐ
も
「
入
ら
な
い
な
ら
海
外
に
で

る
」
一
部
の
大
企
業
の
（
社
益
）

の
た
め
に
国
を
捨
て
る
よ
う
な
脅

か
し
を
か
け
な
が
ら
、
「
国
益
の

確
保
」
と
は
、
馬
鹿
に
す
る
な
！

こ
の
よ
う
な
時
に
、
私
た
ち
は

私
た
ち
で
出
来
る
こ
と
で
、
従
業

員
組
合
の
仲
間
と
と
も
に
世
直
し

の
た
た
か
い
を
進
め
て
行
こ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！

ち
ぎ
ん
の
仲
間
と
の
連
帯
の
な

か
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

次
に
中
島
従
組
委
員
長
が
挨
拶

を
行
い
「
東
日
本
大
震
災
支
援
な

ど
地
銀
連
の
連
帯
は
嬉
し
い
。
年

金
組
合
の
彦
根
支
部
が
彦
根
市
議

会
に
年
金
者
組
合
が
提
出
し
年
金

受
給
資
格
期
間
の
短
縮
を
求
め
る

請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
の
頑
張
り
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
単
組
の
運
動
に
、
先

輩
方
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

倉
見
世
話
人
か
ら
閉
会
の
挨
拶

で
「
元
気
に
長
生
き
を
し
て
頑
張

ろ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
総
会

を
閉
じ
ま
し
た
。
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滋 賀 銀 行

従業員組合

年金者部会

TEL077-521-2775

FAX077-525-5232
挨拶をされる和田部会長

滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
・
年
金
者
部
会
は
守
山
市
に

お
い
て
10
月
19
日
午
後
２
時
半
よ
り
第
10
回
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
26
名
が
参
加
し
経
過
報
告
と

新
年
度
の
取
組
、
会
計
報
告
、
役
員
改
選
な
ど
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
滋
賀
銀
行
従
業
員
組
合
と

の
合
同
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

＜新年度役員＞

部 会 長：和田一郎

事務局長：谷 一明

世 話 人

植木和美・倉見栄一

坂本幸男・田中紀美子

寺田源吾・古田雅二

三橋俊夫

挨拶をされる中島委員長

閉会の挨拶をされる倉見世話人

地
銀
連
の
連
帯
は
嬉
し
い

元
気
で
長
生
き
を
し
よ
う



滋
賀
県
庁
前
で
２
ヵ
月
毎
の
年

金
支
給
日
に
「
怒
り
座
り
込
み
」

が
行
わ
れ
て
ま
す
。

10
月
14
日
に
全
国
で
「
年
金
者

一
揆
」
の
集
会
が
取
り
組
ま
れ
滋

賀
県
集
会
は
、
小
雨
が
降
る
な
か

滋
賀
会
館
前
で
行
わ
れ
、
年
金
者

組
合
や
民
主
団
体
の
約
１
１
０
人

が
参
加
し
、
滋
賀
銀
行
従
業
員
組

合
・
年
金
者
部
会
か
ら
も
地
域
の

仲
間
と
一
緒
４
人
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

集
会
に
続
き
、
参
加
者
は
、
途

中
雨
が
激
し
く
降
り
出
し
ま
し
た

が
、
大
津
市
内
中
心
街
を
、
元
気

に
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
集
会
で
は
、
左
枠

内
の
「
２
０
１
１
年
・
年
金
者
一

揆
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
、
10
月
26
日
、

社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会

で
、
70
～
74
歳
の
患
者
負
担
を
、

現
行
の
１
割
か
ら
２
割
に
倍
増
す

る
案
を
示
し
ま
し
た
。

70
～
74
歳
の
患
者
負
担
に
つ
い

て
は
、
順
次
２
割
負
担
へ
引
き
上

げ
、
５
年
か
け
て
70
～
74
歳
の
全

員
を
２
割
負
担
に
す
る
計
画
で
す
。

(

「
現
役
並
み
所
得
者
」
は
現
在
も

３
割)

。
年
金
受
給
額
の
切
り
下
げ
、

年
金
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ

に
続
く｢

高
齢
者
い
じ
め｣

で
す
。

（
ワ
ム
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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10
・14
年
金
者
一
揆
に
１
１
０
人

国
民
・高
齢
者
い
じ
め
許
さ
な
い

２０１１年・年金者一揆宣言

今日10月14日、全国で一万人の高齢者が、押さえきれぬ怒りを

もって集まりました。

東日本大震災、福島原発事故では 多くの人が住み慣れたふるさ

とを 追われました。

７ヵ月を経た今も 復旧は遅れ、 大ぜいの人たちが、 生活の見通

しがたたないまま、 不安な中で暮らしています。

必要な医療 ・ 介護を受けられない高齢者も 多くいます。

政府は、 選別と切り捨ての 「 復興 」 ではなく 被災者の生活

と生業を支援すべきです。

いま、無年金の高齢者は 約１１８万人。

年金額が低過ぎる人は、 日々不安を抱えながら暮らしています。

若い世代も 長引く不況の中で仕事もなく、 ぎりぎりの生活です。

ところが 国民の苦しみをよそに、 民主党政府は、 「 税と社

会保障一体改革 」 という名の下に、

さらなる増税と毎年の連続的な年金引き下げ、年金支給開始年齢

の引き上げという重大な改悪に踏み出そうとしています。

医療費の窓口負担の上乗せ、 病院 ・ 介護施設から 患者 ・ 利

用者の追い出しなど、

年金 ・ 医療 ・ 介護などの全面的な改悪をしようとしています。

震災復興を口実にした庶民への大増税も 行おうとしています。

そして、 さらに民主党政府は漁業や農業をはじめ国民全体の生

活を悪化させるＴＰＰ（ 環太平洋経済連携協定 ） への参加も急

いでいます。

私たちは、このような国民・高齢者いじめを断じて許しません。

全国津々浦々で、国民・高齢者のいのちと暮らしを守るため 一層

運動を強めていくことを宣言します。

０１１年１０月１４日

年金者一揆滋賀県集会

厚
生
労
働
省
が

70
～
74
歳
の
医
療
費

窓
口
負
担

倍
増
案
を
出
す
！


